
源助だいこん

加賀野菜

栽培マニュアル





【
源
助
だ
い
こ
ん
】

科
名

ア
ブ
ラ
ナ
科

主
な
産
地

安
原
地
区
、
粟
五
地
区

栽
培
の
歴
史

金
沢
市
打
木
町
の
篤
農
家
が
、
昭
和
７
年
に
愛
知
県
の
宮
重
系

統
で
早
生
種
の
生
育
旺
盛
な
も
の
を
導
入
し
、
当
時
安
原
地
区

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
練
馬
系
大
根
と
交
雑
し
て
毎
年
選
抜
を
行

い
、
昭
和
17
年
に
現
在
の
源
助
だ
い
こ
ん
と
し
て
育
成
さ
れ
た
。

特
性
等

ず
ん
ぐ
り
と
し
た
形
状
で
、
尻
詰
ま
り
が
良
く
、
全
体
的
に
色

白
で
、
首
部
も
淡
白
色
を
呈
し
て
い
る
。
肉
質
が
柔
ら
か
く
、

お
で
ん
な
ど
に
最
適
で
あ
る
。
低
温
に
は
比
較
的
強
く
、
生
育

適
温
は
20
度
前
後
の
冷
涼
な
気
候
を
好
む
が
、
夏
期
の
高
温
は

生
育
不
良
の
原
因
と
な
る
。
土
壌
に
対
す
る
適
応
性
は
広
く
、

㏗

～

の
微
酸
性
～
中
性
が
適
す
る
。

栽培カレンダー

5.5

6.8

1



【

播
種
ま
で
の
準
備

】

・
播
種
７
～
10
日
前
ま
で
に
露
地
栽
培
で
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で

は
頭
上
灌
水
設
備
等
を
用
い
て
圃
場
全
体
を
十
分
に
灌
水
し
た
う
え
で
、
基
肥

を
全
面
施
用
し
耕
起
し
て
お
く
。
土
壌
が
白
く
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま

ま
灌
水
し
て
も
水
を
弾
く
た
め
、
一
度
耕
起
し
て
か
ら
灌
水
し
て
土
壌
の
下
層

ま
で
確
実
に
水
を
浸
透
さ
せ
る
。

１
播
種

表１ 露地栽培 施肥設計例（砂土） （kg/10a）

・
耕
起
深
度
が
浅
い
と
短
根
の
原
因
と
な
る
た
め
、
20
㎝
程
度
の
深
さ
ま
で
し
っ

か
り
と
耕
起
す
る
。
耕
起
深
度
を
深
く
で
き
な
い
場
合
や
水
は
け
が
悪
い
場
合

は
、
そ
の
分
高
畝
と
す
る
。

・
播
種
ま
で
に
土
壌
が
過
乾
燥
と
な
ら
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
灌
水
す
る
。

表２ ハウス栽培 施肥設計例（砂土） （kg/10a）

スプリンクラーの水が重なる部分は、肥料が流亡しや
すいため、施肥量をやや多めにする

施肥のポイント（露地）

施肥のポイント（ハウス）

ハウス栽培は露地栽培に比べ気温・地温が高く、強風
等によるストレスが少ないことから、地上部が生育過
剰となったり、根部が長くなりやすいため、露地栽培
よりも施肥量を少なくする
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・
播
種
前
日
に
再
度
耕
起
し
、
管
理
機
で
畝
立
て
を
行
い
、
水
は
け
を
良
く
し
て

お
く
。

・
畝
幅
は
1
ｍ
を
基
本
と
す
る
が
、
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
際
等
で
畝
幅
を
確
保
で
き
な

い
場
合
は
70
㎝
ま
で
な
ら
狭
め
て
も
良
い
。

播種機による播種

【

播
種

】

・
適
期
播
種
を
心
掛
け
、
露
地
栽
培
は
８
月
下
旬
以
降
に
行
い
、
９
月
上
旬
ま
で

に
終
了
さ
せ
る
。
ハ
ウ
ス
栽
培
は
９
月
上
旬
以
降
に
行
い
、
10
月
上
旬
ま
で
に

終
了
さ
せ
る
。

・
テ
ー
プ
シ
ー
ダ
ー
播
種
機
を
使
用
し
、
畝
幅
１
ｍ
の
場
合
は
条
間
30
㎝
の
２
条

播
き
で
株
間
32
㎝
、
畝
幅
70
㎝
の
場
合
は
１
条
播
き
で
株
間
25
㎝
を
目
安
と
し
、

１
か
所
に
つ
き
２
～
３
粒
播
き
と
す
る
。
大
根
は
嫌
光
性
種
子
の
た
め
、
覆
土

は
種
子
の
直
径
の
3
倍
に
あ
た
る
１
㎝
程
度
と
す
る
。

播種のポイント（共通）

●高温期の播種は発芽不良や
生育不良を起こしやすい

●覆土が厚すぎると発芽が遅
くなり、生育がばらつく

●畝立てによって土壌の表面
積が増え、放熱により地温
上昇の抑制効果が得られる

●畝の角を立てたままにして
おくと風除けになり播種後
の乾燥防止に役立つ

畝立てのポイント
（共通）

完成した畝

管理機による畝立て

根部が長くなる場合は平畝
とし、排水のためにハウス
中央やサイド際に溝切りを
しておく

畝立てのポイント
（ハウス）

ハウス栽培の様子
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寒冷紗被覆

●寒冷紗による被覆は、地温上昇の抑制だけでなく、保湿や防
虫にもつながる

●寒冷紗を使用しない場合は、虫害防止のために殺虫剤による
防除を行う

寒冷紗による被覆のポイント（露地）

・
乾
燥
防
止
や
高
温
対
策
の
た
め
に
、
播
種
後
、
播
溝
に
卵
殻
や
切
わ
ら
を
薄
く

被
覆
す
る
。

・
露
地
栽
培
で
は
、
気
温
が
30
度
以
上
の
高
温
と
な
る
場
合
は
、
対
策
と
し
て
間

引
き
時
ま
で
寒
冷
紗
に
よ
る
被
覆
を
行
う
。
（
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
播
種
時
期

の
気
温
が
低
い
の
で
、
基
本
的
に
寒
冷
紗
に
よ
る
被
覆
は
不
要
）

卵殻での被覆

２
管
理

【

灌
水

】

・
灌
水
は
、
露
地
栽
培
で
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
頭
上
灌
水
設

備
等
を
用
い
て
早
朝
に
行
う
。
気
温
が
30
度
以
上
の
高
温
と
な
る
場
合
は
、
高

温
乾
燥
に
よ
る
障
害
を
防
ぎ
、
発
芽
揃
い
を
良
く
す
る
た
め
に
、
昼
間
や
夕
方

に
も
行
う
。

・
本
葉
４
～
５
枚
以
降
は
根
が
深
く
張
り
、
乾
燥
に
強
く
な
る
た
め
、
徐
々
に
灌

水
量
を
少
な
く
し
、
地
上
部
の
生
育
が
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

【

排
水
対
策
（
露
地
）

】

・
圃
場
内
が
湛
水
状
態
に
な
る
と
病
害
や
内
部

障
害
、
短
根
等
の
発
生
要
因
と
な
る
た
め
、

台
風
や
大
雨
に
備
え
て
、
事
前
に
排
水
溝
を

切
っ
て
お
く
。

【

換
気

（
ハ
ウ
ス
）
】

・
ハ
ウ
ス
内
気
温
が
高
す
ぎ
る
と
、
地
上
部
の

生
育
過
剰
や
、
根
部
が
長
く
な
る
原
因
と
な

る
た
め
、
９
月
中
下
旬
頃
ま
で
は
、
ハ
ウ
ス

サ
イ
ド
や
出
入
口
等
を
開
放
し
、
で
き
る
だ

け
換
気
に
努
め
る
。

・
10
月
以
降
は
、
外
気
温
の
低
下
に
伴
い
、
ハ

ウ
ス
内
気
温
が
生
育
適
温
で
あ
る
20
度
前
後

と
な
る
よ
う
に
換
気
量
を
加
減
す
る
。

土壌が過湿状態になると生理障害や病害の
発生を助長するため、高温乾燥対策で夕方
にも灌水する場合は、夜までに乾く程度の
灌水量にする

灌水のポイント（共通）
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間引き前

間引き後

●間引く株の選び方

・病虫害のあるもの

・奇形葉のもの

・他の株に比べて小さい
もの

・他の株に比べて極端に
大きいもの

・他の株に比べて葉色が
濃いもの

間引きのポイント（共通）

3
間
引
き

・
播
種
か
ら
２
週
間
経
過
し
た
頃
（
本
葉
３
～
４
枚
時
）
、
１
株
に
間
引
き
を
行

う
。

・
生
育
不
良
株
等
を
除
去
し
、
圃
場
全
体
の
生
育
を
揃
え
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

・
間
引
き
の
際
は
、
残
す
株
の
根
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
垂
直
に
引
き
抜
く
。

4
追
肥

【

１
回
目

】

・
間
引
き
後
、
株
周
り
に
追
肥
を
施
用
す
る
。
他
よ
り
生
育
が
遅
れ
て
い
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
や
や
多
め
に
施
用
し
、
圃
場
全
体
の
生
育
を
揃
え
る
。

【

２
回
目
以
降

】

・
播
種
か
ら
25
～
30
日
経
っ
た
頃
か
ら
、
葉
色
が
少
し
薄
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
、
10
日
お
き
を
目
安
に
通
路
に
追
肥
を
施
用
す
る
。

・
一
回
の
施
用
量
が
多
い
と
割
れ
等
の
原
因
と
な
る
た
め
、
少
量
多
回
数
を
心
掛

け
る
。

・
追
肥
後
、
大
雨
等
で
肥
料
が
流
亡
し
た
場
合
は
、
再
度
追
肥
を
施
用
す
る
。

追肥のポイント（共通）

●肥料が葉に付着したままだと障害を
起こす恐れがあるので、軽く灌水し
て地面に落とす

●源助だいこんは普通のだいこんより
も葉色が薄いため、慌てて追肥をし
ない

●肥切れすると生育が回復しにくいた
め、定期的に追肥を行う
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収穫のポイント（共通）

●源助だいこんは非常に割れやすいため、取扱いには十分留意
する

●運搬の際は、衝撃を和らげるためにトラックの荷台にコモ等
を敷く

●収穫が遅れると割れやス入りの原因となるため、適期収穫に
努める

葉を切り落としやすくするために
収穫時にだいこんの首元を揃える

地上に出ている首部で大きさを判断

・
播
種
か
ら
60
日
経
っ
た
頃
、
試
し
ど
り
を
行
い
、
大
根
の
重
量
が
1
㎏
以
上
あ

る
大
き
い
も
の
か
ら
順
次
収
穫
を
行
う
。
（
根
径
８
㎝
以
上
が
目
安
）

・
収
穫
後
、
葉
と
根
の
先
端
を
切
り
落
と
す
。
（
葉
は
首
元
か
ら
15
㎝
程
度
残
し

て
切
り
落
と
す
）

5
収
穫

6
調
整
・
出
荷

・
葉
や
根
の
先
端
を
切
り
落
と
し
た
源
助
だ
い
こ
ん
を
洗
浄
機
に
入
れ
、
砂
や
汚

れ
、
細
か
い
根
な
ど
を
除
去
す
る
。
除
去
し
き
れ
な
か
っ
た
汚
れ
は
軍
手
で
こ

す
り
落
と
し
、
太
い
根
は
ハ
サ
ミ
等
で
切
り
落
と
す
。

・
傷
や
病
虫
害
の
有
無
、
曲
が
り
等
を
確
認
し
、
等
階
級
別
に
箱
詰
め
す
る
。

洗浄機での洗浄落ちなかった汚れ等は手洗い

箱詰め 等階級ごとに選別
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病害虫防除のポイント（共通）

●生育初期に虫害にあうと、その後の生
育に大きく影響するため、予防防除に
努める

●次作の病害の発生源とならないよう、
栽培終了後、残さを圃場外へ持ち出す

・
日
常
の
管
理
と
併
せ
、
生
育
状
況
等
を
観
察
し
、
病
害
虫
の
早
期
発
見
と
初

期
防
除
に
努
め
る
。

・
病
害
虫
は
、
年
に
よ
っ
て
発
生
程
度
に
差
は
あ
る
が
、
繰
り
返
し
発
生
す
る

の
で
、
発
生
時
期
や
防
除
実
績
を
日
誌
等
に
記
録
し
、
翌
年
以
降
の
防
除
に

活
か
す
。

・
農
薬
は
「
野
菜
類
」
ま
た
は
「
だ
い
こ
ん
」
の
登
録
の
あ
る
も
の
を
使
用
す

る
。

・
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
最
新
情
報
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ベ
ル

の
記
載
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
使
用
す
る
。

・
農
薬
の
最
新
情
報
は
、
農
林
水
産
省｢
農
薬
コ
ー
ナ
ー｣

を
参
照
す
る
。
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7
病
害
虫
防
除

※

主
な
病
害
虫
に
つ
い
て
は
次
貢
を
参
照
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亀裂褐変症

【 主な病害 】

モザイク病

白さび病黒斑細菌病 白さび病（ワッカ症）
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キスジノミハムシ

ハイマダラノメイガ
（シンクイムシ）

【 主な害虫 】

アブラムシコナガ（被害葉）

ヨトウムシ
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